
自
宅
に
お
風
呂
が
な
い
方
（
自

宅
の
お
風
呂
が
故
障
な
ど
で
使
え

な
い
方
）
に
、
津
別
町
公
衆
浴
場

の
無
料
入
浴
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

・
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
満
70

歳
以
上
の
町
民
の
方

・
自
家
用
風
呂
が
な
い
こ
と

・
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑

※
代
理
受
領
の
場
合
は
、
対
象
者
と

代
理
者
の
印
鑑
（
無
料
入
浴
券
は

申
請
し
な
け
れ
ば
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
３
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
は
離
婚

相
談
な
ど
家
庭
内
の
問
題
や
、
借

地
借
家
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め

ご
と
な
ど
幅
広
く
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
　
時

６
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

会
　
場

林
業
研
修
会
館
１
階
図
書
室

津
別
町
の
人
権
擁
護
委
員

修
田
　
建
惠

鷹
觜
　
と
し
子

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-
２
１
５
１
（
内
線
２
１
６
）

北
海
道
で
は
、
花
の
育
成
管
理
、

ま
ち
な
み
景
観
に
配
慮
し
た
花
の

使
い
方
な
ど
を
指
導
助
言
で
き
る

方
を
「
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
」
と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
認
定
を

受
け
る
の
に
必
要
な
講
習
会
を
、

下
記
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
講

習
会
を
受
講
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
マ

ス
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

認
定
後
は
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ

ー
と
し
て
町
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

講
習
会
で
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し

て
、
地
域
の
花
づ
く
り
・
花
壇
づ

く
り
へ
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
津
別
町
に
は
、

現
在
43
人
の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
講
対
象
者

18
歳
以
上
の
方

開
催
地

札
幌
市
（
会
場
は
未
定
）

日
　
時

７
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
45
分

定
　
員

70
人
程
度
（
定
員
を
超

え
た
場
合
、
受
講
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

受
講
料

無
料
（
交
通
費
・
宿
泊

費
等
は
受
講
者
負
担
）

申
し
込
み
方
法

印
鑑
を
お
持
ち

の
上
、
５
月
23
日
（
木
）
ま
で

に
左
記
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
グ
ル
ー
プ
r
番
窓
口

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
６
）

２
月
26
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

片
桐
　
諒
り
ょ
う

く
ん
（
豊
永
）

中
川
　
心
花
も
と
か

ち
ゃ
ん
（
活
汲
）

藤
田
　
紘
平

こ
う
へ
い

く
ん
（
東
四
条
）

加
藤
　
央
羅
て
ら

く
ん
（
旭
町
）

織
田
　
煌
生

こ
う
せ
い

く
ん
（
達
美
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１
　

（
内
線
２
３
１
）

行政相談委員に

福井 眞知子氏 委嘱される

行政への苦情・要望は、行政相談委員へ

老
人
無
料
入
浴
券
を

交
付
し
ま
す

６
月
１
日
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
特
設
相
談
所
を
開
設

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

届
け
る
」「
代
引
き
で
受
け
取
る
よ

う
に
」
と
か
、
サ
ン
プ
ル
受
取
後

「
大
量
の
商
品
が
届
く
」
等
の
例
も

あ
り
ま
す
。

注
文
し
て
い
な
い
も
の
は

受
け
取
ら
な
い
こ
と
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
に
は
、

電
話
勧
誘
な
ど
を
受
け
て
も

「
き
っ
ぱ
り
と
断
る
」
「
長
話

を
し
な
い
」「
個
人
情
報
を
教

え
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日(

祝
祭
日
を
除
く)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線258）

A 申
し
込
ん
で
い
な
い
健
康
食
品
が
届
い
た
！

最
近
、
電
話
で
「
足
腰
の
痛
み

や
体
調
を
整
え
る
の
に
良
い
も
の

が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
。
軽
く
会

話
し
た
中
で
、
試
供
品
を
勧
め
ら

れ
た
が
申
し
込
み
は
し
な
か

っ
た
。

昨
日
、
宅
配
便
が
届
い
て

開
け
た
と
こ
ろ
、
試
供
品
１

週
間
分
と
、
代
金
の
振
込
み

用
紙
が
入
っ
て
い
て
驚
い

た
。
注
文
し
て
い
な
い
の
で

返
し
た
い
。

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
健
康
食

品
が
届
く
、
と
い
う
事
例
が
増
え

て
い
ま
す
。
注
文
し
て
い
な
い
の

に
、「
先
日
受
け
た
注
文
の
商
品
を

平成25年４月１日付けで、福井眞知
子氏が、引き続き、総務大臣から行政
相談委員に委嘱されました。

◎行政相談委員は役所と皆さまのパイ
プ役です
年金、窓口サービス、登記、道路な
どの役所の仕事について、お困りごと
や苦情がありましたら、行政相談委員
がご相談に応じています。

◎相談は無料・秘密厳守！ お気軽に！　
口頭、電話、手紙で行政相談委員に
お申し出ください。

総務省行政相談委員の氏名、住所は
福井　眞知子
津別町字柏町10 †76－2337

Q
Q&

Q＆�

消費生活相談�

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

認
定
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

消防署からお知らせとお願い

火事と救急の火事と救急の119119番通報について番通報について
津別町の火事と救急の119番通報は、美幌の消防署通信指令室で受理され、指令により津別消防

署の消防車、救急車が出動します。

災害地点を迅速に特定できる地図検索装置、IP・携帯電話位置情報通知システム等最新の機能を

備えて対応しています。

１

通 報 者 通 信 司 令 室 津 別 消 防 署

・電話（一般、携帯）で「119番」

をかけ、火事か・救急かを伝えます。

“あわてず”に119番通報

津別地区の119番通報を受理し

ていることを　指令装置で、津別

消防署に伝えます。

消防庁舎に119番通報入電

中の予備指令放送が流れ、出

動に向けて準備をします。

・発生場所を津別町から伝えます。

（×自治会名は使用しない)

★津別町○○町（○○条）

○○番地○○

・名前を伝えます。

（名字、名前を必ず伝えて下さい）

★名前は○○○○○です

２

出動場所、名前を確認後、津別

消防署に出動命令を出します。

消防庁舎に出動本指令放送

が流れ消防車、救急車が直ち

に出動します。

３

・どんな状況かを話して下さい。

（通信員の質問に落ち着いて答え　

て下さい）

消防活動に必要な情報を聞くた

め質問します。

情報聴取後、出動車両へ無線等

で連絡します。

無線等で送られてきた情報

により、活動します。

４
・電話番号を伝える。

（★かけている電話の番号）

追加情報を聞く事があります。

＜緊急通報以外の問い合わせ先＞

◎津別消防署　†76－2189 ◎災害情報案内　†72－0899 ◎当番病院案内　†72－1899

相　談　対　象　者

q 18歳以上の身体障がい者で電動車いす等の直接判定を要する補装具の交付を希望する方

w 18歳以上の知的障がい者で療育手帳の新規又は再判定を希望する方

e その他、専門的判定を必要とする方

平成25年度の北海道心身障害者総合相談所の第１回巡回相談が６月18日（火）・19日（水）に北見市

総合福祉会館で行われます。通常は札幌の相談所でしか受けられない相談が、近隣で判定を受けられる貴

重な機会になりますので、希望される方は５月15日（水）までに役場の福祉担当までご連絡ください。

問い合わせ先　保健福祉課 介護福祉グループ 福祉担当　†76－2151（内線233）

北海道心身障害者総合相談所の第１回巡回相談
平成2

5年度


